
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　メモリ使用状況やメモリ搭載量に応じて、陰

線処理に要するメモリ消費量を柔軟に変更し、スワップ

発生による処理速度の低下を防ぐ。

【解決手段】　予め、メモリの容量のうち陰線処理に利

用する容量の上限値を設定して、２次元平面を複数の領

域に分割したとき、投影された前記３次元モデルのうち

領域に含まれる部分のポリゴンをそれぞれの領域で抽出

し、抽出されたポリゴンに基づき各領域で消費されるメ

モリ消費量を算出し、算出された領域毎のメモリ消費量

の最大値が上限値以上の場合、２次元平面を更に分割し

て分割後の領域に投影された３次元モデルに含まれるポ

リゴンの抽出を行い、抽出されたポリゴンに基づくメモ

リ消費量の算出を繰り返し、算出された領域毎のメモリ

消費量の最大値が上限値を下回る場合、各領域において

、抽出されたポリゴンに対し陰線処理を行い、領域毎の

陰線処理データを作成した後、複数の領域の陰線処理デ

ータを結合する。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 処 理 装 置 に お い て 実 行 さ れ 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元
平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 方 法 で あ っ
て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理 に 関 す る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る
デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り 、
　 予 め 、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り
、
　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち
前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、
　 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、
　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元 平
面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の
抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 し 、
　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領 域
に お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作
成 し た 後 、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 予 め 、 更 に 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 時 間 に 関 す る 優 先 度 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 高 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記
ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前
記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 低 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ
リ の 空 き 容 量 よ り 少 な い 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投
影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 実 行 す る プ ロ グ ラ
ム で あ っ て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理 に 関 す る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る
デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り 、
　 予 め 、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り
、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 に 、
　 　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う
ち 前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 さ せ 、
　 　 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 さ せ 、
　 　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元
平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン
の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 さ せ 、
　 　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領
域 に お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を
作 成 し た 後 、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム
。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ
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ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 行 う 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 画 像 処 理 に 伴 う デ ー タ が 格 納 さ れ 、 予 め 、 前 記 陰 線 処 理 に 使 用 可 能 な 容 量 の 上 限 値 が 設
定 さ れ る メ モ リ と 、
　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち
前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ
ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ
消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る ま で 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域
に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ
ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 前 記 ２ 次 元 平 面 の 分 割 の 態
様 を 決 定 す る 分 割 態 様 決 定 部 と 、
　 前 記 分 割 態 様 決 定 部 に よ り 決 定 さ れ る 分 割 の 態 様 に よ っ て 分 割 さ れ た 後 の 前 記 各 領 域 に
お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作 成 す
る 陰 線 処 理 部 と 、
　 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る 結 合 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処
理 措 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 の 陰
線 を 消 去 す る 、 い わ ゆ る 陰 線 処 理 に 関 し 、 特 に メ モ リ 消 費 量 を 最 適 化 し て 処 理 を 行 う 陰 線
処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス に よ る ３ 次 元 形 状 を 紙 に 印 刷 し た り 、 デ ィ ス プ レ イ に 表 示
す る 際 、 ３ 次 元 形 状 か ら 稜 線 や 輪 郭 線 を 抽 出 し 、 そ れ を ２ 次 元 平 面 に 投 影 し た 画 像 が 生 成
さ れ る 。 こ の と き 、 視 点 か ら ３ 次 元 形 状 を 見 た 場 合 、 他 の 図 形 に 隠 れ て 実 際 に は 見 る こ と
の な い 稜 線 や 輪 郭 線 を 消 去 、 ま た は 線 の 種 類 を 点 線 に す る な ど の 処 理 、 い わ ゆ る 陰 線 処 理
や 陰 面 処 理 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 陰 線 （ 面 ） 処 理 と し て は 、 ３ 次 元 形 状 が ポ リ ゴ ン の 集 合 体 と し て 構 成 さ れ て い た 場 合 、
各 ポ リ ゴ ン に つ い て 奥 行 き 値 （ Z値 ） を 計 算 し 、 Z値 の 順 に ソ ー ト し て 描 画 す る Zソ ー ト 法
と 画 素 単 位 で Z値 の よ り 小 さ な 図 形 （ 手 前 側 の 図 形 ） を フ レ ー ム バ ッ フ ァ に 描 画 す る Zバ ッ
フ ァ 法 が 知 ら れ て い る 。 他 に も 、 画 面 を 複 数 の 矩 形 ブ ロ ッ ク に 分 割 し 陰 面 消 去 し た ブ ロ ッ
ク 画 像 の 生 成 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 陰 面 消 去 し た 画 像 の 生 成 を 高 速 に 行 え る よ う に す る
方 法 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 Z値 に 応 じ て 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 割 し ブ ロ ッ ク で の ソ ー ト を
行 う と 共 に 、 各 ブ ロ ッ ク 内 で の ソ ー ト も 行 う こ と で 高 精 度 の 描 画 処 理 を 実 現 す る 方 法 （ 特
許 文 献 ２ 参 照 ） 、 空 間 領 域 を 直 方 体 に 分 割 し 、 さ ら に 各 直 方 体 を 四 面 体 に 分 割 し 、 等 関 数
値 曲 面 を 近 似 に よ り 求 め る こ と で 高 速 に 奥 行 順 の 決 定 や 陰 面 消 去 を 行 う 方 法 （ 特 許 文 献 ３
参 照 ） や 、 稜 線 や 輪 郭 線 と ポ リ ゴ ン と の 交 差 判 定 を 数 学 的 に 解 き 、 デ ー タ を 高 精 度 で 処 理
す る 方 法 等 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ７ ９ ９ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ４ ２ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ９ ２ ８ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 方 法 で は 、 陰 線 処 理 と し て ど の 方 法 を 採 用 す る か に よ っ
て メ モ リ の 使 用 量 が 固 定 的 に 決 定 さ れ て し ま う た め 、 陰 線 処 理 を 行 う 計 算 機 に 搭 載 さ れ た
メ モ リ が 少 な い 旧 型 の ノ ー ト PCに て 処 理 を 行 う 場 合 や 、 計 算 機 に 搭 載 さ れ た メ モ リ が 他 の
処 理 に 使 用 さ れ た 結 果 、 陰 線 処 理 に 使 用 可 能 な メ モ リ が 不 足 し て い る 場 合 に 、 メ モ リ の 内
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容 を ハ ー ド デ ィ ス ク 上 の ス ワ ッ プ フ ァ イ ル 等 に 一 時 的 に 退 避 さ せ 、 必 要 に 応 じ て メ モ リ に
書 き 戻 す 動 作 （ ス ワ ッ プ ） が 頻 繁 に 発 生 す る 。 一 般 的 に 、 メ モ リ へ の ア ク セ ス 速 度 に 比 べ
、 ハ ー ド デ ィ ス ク へ の ア ク セ ス 速 度 は 遅 い た め 、 ス ワ ッ プ が 発 生 す る と 計 算 機 の 処 理 速 度
は 低 下 し て し ま う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 メ モ リ の 使 用 状 況 や 搭 載 量 に 応 じ て 、 陰 線 処 理 に 要 す る メ モ リ の 消 費 量 を 変 更 す
る こ と が で き な い た め 、 例 え ば 、 マ ル チ タ ス ク OS(Operating System)で バ ッ チ 処 理 的 に 陰
線 処 理 を 実 行 す る 際 、 メ モ リ の 使 用 状 況 に 余 裕 が な い 場 合 や メ モ リ 搭 載 量 の 少 な い マ シ ン
に お い て は 、 他 の 処 理 を 行 う た め の メ モ リ を 確 保 す る た め 陰 線 処 理 に 使 用 す る メ モ リ の 消
費 量 を 抑 え る が 、 メ モ リ の 使 用 状 況 に 余 裕 が あ る 場 合 や メ モ リ を 増 設 し た 場 合 に は 、 メ モ
リ 消 費 量 を 気 に せ ず 処 理 速 度 を 優 先 さ せ る よ う な 陰 線 処 理 を 行 う こ と が で き な い で い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 メ モ リ の 使 用 状 況 や メ モ リ の 搭 載 量 に 応 じ て 、 陰 線 処 理 に 要 す
る メ モ リ 消 費 量 を 最 適 化 し 、 ス ワ ッ プ の 発 生 を 防 止 す る 陰 線 処 理 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 は 、 本 発 明 の 第 一 の 態 様 と し て 、 画 像 処 理 装 置 に お い て 実 行 さ れ 、 複 数 の ポ リ
ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る
線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理 に 関 す
る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り 、 予 め
、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り 、 前 記
２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち 前 記 領
域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に
基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量
の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ
れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基
づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 し 、 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値
が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領 域 に お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処
理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作 成 し た 後 、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結
合 す る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 は 、 第 二 の 態 様 と し て 、 第 一 の 態 様 に お い て 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ
ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法
を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 は 、 第 三 の 態 様 と し て 、 第 一 の 態 様 に お い て 、 予 め 、 更 に 、 メ モ リ 消 費
量 と 処 理 時 間 に 関 す る 優 先 度 が 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優
先 度 よ り 高 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ
き 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 低 い 場 合 、 前 記 上 限
値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 よ り 少 な い 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 は 、 第 四 の 態 様 と し て 、 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構
成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影
を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 実 行 す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理
に 関 す る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り
、 予 め 、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り
、 前 記 画 像 処 理 装 置 に 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前
記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち 前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 さ
せ 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 さ せ 、 前 記
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算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 更
に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 を
行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 さ せ 、 前 記 算 出 さ
れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領 域 に お い て 、 前
記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作 成 し た 後 、 前
記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と
に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 は 、 第 五 の 態 様 と し て 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を
２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 行
う 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、 画 像 処 理 に 伴 う デ ー タ が 格 納 さ れ 、 予 め 、 前 記 陰 線 処 理 に 使 用
可 能 な 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ る メ モ リ と 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き
、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち 前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ
ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量
を 算 出 し 、 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る ま で 、 前
記 ２ 次 元 平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記
ポ リ ゴ ン の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返
す こ と に よ り 、 前 記 ２ 次 元 平 面 の 分 割 の 態 様 を 決 定 す る 分 割 態 様 決 定 部 と 、 前 記 分 割 態 様
決 定 部 に よ り 決 定 さ れ る 分 割 の 態 様 に よ っ て 分 割 さ れ た 後 の 前 記 各 領 域 に お い て 、 前 記 抽
出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作 成 す る 陰 線 処 理 部 と
、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る 結 合 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処
理 措 置 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 メ モ リ の 使 用 状 況 や メ モ リ の 搭 載 量 に 応 じ て 、 陰 線 処 理 に 要 す る メ モ
リ 消 費 量 を 最 適 化 し 、 ス ワ ッ プ の 発 生 を 防 止 す る 陰 線 処 理 方 法 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の 技
術 的 範 囲 は か か る 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発
明 と そ の 均 等 物 に ま で 及 ぶ も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ の ２ 次 元 デ ー タ へ の 変 換 に お け る 陰 線 処 理 方 法
を 実 施 す る 画 像 処 理 装 置 の 構 成 例 ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ Ａ ） 及 び 機 能 ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ Ｂ ） で
あ る 。 図 １ Ａ に お い て 、 ROM２ に 本 発 明 方 法 を 制 御 す る プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ る 。 CPU１ は
、 こ の プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 実 行 す る 。 RAM３ に は 、 画 像 処 理 の 途 中 で 生 じ る 中 間 デ ー
タ 等 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 入 力 装 置 ４ は 、 キ ー ボ ー ド 等 で あ り 、 操 作 者 が 陰 線 処 理 に 必 要 な 設 定 を 入 力 す る の に 使
用 さ れ る 。 出 力 装 置 ５ は 、 CRT(Cathode Ray Tube)モ ニ タ 、 プ リ ン タ 等 で あ り 、 変 換 前 の
３ 次 元 画 像 、 変 換 後 の ２ 次 元 画 像 や 陰 線 処 理 に 伴 う 各 種 メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ 、 ま た 陰 線
処 理 に 必 要 な 設 定 の 際 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 画 面 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ Ｂ に お い て 、 ３ 次 元 画 像 デ ー タ が 分 割 態 様 決 定 部 ７ に 与 え ら れ る と 、 予 め 設 定 さ れ
、 例 え ば RAM３ に 格 納 さ れ る 上 限 値 を 基 に 、 ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 投 影 す る ２ 次 元 平 面 を 複
数 の 部 分 領 域 へ 分 割 す る 。 分 割 態 様 決 定 部 ７ は 、 各 部 分 領 域 に 対 し 陰 線 処 理 を 行 う 際 消 費
す る メ モ リ 消 費 量 が 、 上 限 値 を 下 回 る ま で 、 ２ 次 元 平 面 の 分 割 を 行 い 、 最 終 的 な 分 割 態 様
を 陰 線 処 理 部 ８ に 与 え る 。 陰 線 処 理 部 ８ は 、 入 力 さ れ た 分 割 態 様 に 基 づ き 、 各 部 分 領 域 に
含 ま れ る ポ リ ゴ ン か ら 線 分 を 抽 出 し て 、 部 分 領 域 毎 に 陰 線 処 理 を 行 い 、 結 果 を 陰 線 処 理 デ
ー タ と し て 結 合 部 ９ に 出 力 す る 。 結 合 部 ９ は 、 部 分 領 域 毎 に 作 成 さ れ る 陰 線 処 理 デ ー タ を
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結 合 し て 、 例 え ば RAM３ に 確 保 さ れ る フ レ ー ム バ ッ フ ァ に 書 き 込 む 。 画 像 表 示 部 １ ０ は 、
フ レ ー ム バ ッ フ ァ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ を 、 繰 り 返 し 読 み 出 し 、 ビ デ オ 信 号 等 に 変 換 し 、
出 力 装 置 で あ る CRT(Cathode Ray Tube)モ ニ タ 、 プ リ ン タ 等 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 一 般 的 な 陰 線 処 理 方 法 の 処 理 過 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 陰 線 処
理 を 行 う 対 象 の ３ 次 元 モ デ ル （ ３ 次 元 画 像 デ ー タ ） が 決 定 さ れ る （ Ｓ １ ） 。 ３ 次 元 モ デ ル
が 分 割 態 様 決 定 部 ７ に 与 え ら れ 、 こ の 時 、 合 わ せ て 視 線 方 向 や 出 力 範 囲 等 も 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 分 割 態 様 決 定 部 ７ が 、 ３ 次 元 モ デ ル を 投 影 す る ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 部 分 領 域 へ 分
割 す る （ Ｓ ２ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ は 、 本 実 施 形 態 の 陰 線 処 理 法 に お い て 特 徴 的 な 処 理 で あ り
、 図 ３ に お い て 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に よ り 、 分 割 態 様 決 定 部 ７ が 最 終 的 な 分 割 の 態 様 を 決 定 す る と 、 分 割 さ れ
た 各 部 分 領 域 で 陰 線 処 理 が 行 わ れ 、 陰 線 処 理 デ ー タ が 作 成 さ れ る （ Ｓ ３ ） 。 陰 線 処 理 デ ー
タ と は 、 各 部 分 領 域 で 陰 線 処 理 を 施 し た 後 の 、 ２ 次 元 平 面 に 投 影 さ れ た ３ 次 元 画 像 デ ー タ
の こ と で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ は 、 各 部 分 領 域 に 対 し て 、 陰 線 処 理 に 要 す る ポ リ ゴ ン が 記 憶
さ れ 、 陰 線 処 理 部 ８ が 、 そ の ポ リ ゴ ン か ら 同 一 の 部 分 領 域 に 属 す る 境 界 線 を 抽 出 す る 。 つ
ま り 、 陰 線 処 理 部 ８ は 、 線 分 の 端 点 が 完 全 に 部 分 領 域 に 含 ま れ る も の は そ の ま ま 抽 出 し 、
部 分 領 域 か ら は み 出 し て い る 境 界 線 は 部 分 領 域 に 属 す る 部 分 の み を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 陰 線 処 理 部 ８ は 、 各 部 分 領 域 に て 取 得 し た 境 界 線 の 陰 線 処 理 を 行 う 。 従 っ て 、
視 線 方 向 か ら は 他 の ポ リ ゴ ン に 重 な っ て 見 え な い 線 分 が 消 去 あ る い は 線 種 が 点 線 に さ れ る
な ど の 処 理 が 施 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ に て 各 部 分 領 域 に 対 し 行 う 陰 線 処 理 の 方 法 は 、 さ ま
ざ ま な 陰 線 処 理 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 従 来 と は 異 な り 、 ス テ ッ プ
Ｓ ２ の 分 割 を 経 て い る こ と に よ り 、 各 部 分 領 域 の 処 理 を 行 う に あ た り ス ワ ッ プ が 発 生 す る
こ と が な い 。 該 当 す る 部 分 領 域 に て 陰 線 処 理 が 終 了 す る と 記 憶 し て い た ポ リ ゴ ン が 削 除 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す べ て の 部 分 領 域 に て 陰 線 処 理 デ ー タ の 作 成 が 完 了 し た ら 、 結 合 部 ９ が 、 全 部 分 領 域 の
陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る （ Ｓ ４ ） 。 そ し て 、 結 合 さ れ た 陰 線 処 理 デ ー タ は 例 え ば RAM３
に 設 け ら れ た フ レ ー ム バ ッ フ ァ に 格 納 さ れ 、 画 像 表 示 部 １ ０ に よ り 出 力 装 置 ５ で あ る デ ィ
ス プ レ イ 装 置 に 表 示 さ れ る （ Ｓ ５ ） 。 フ レ ー ム バ ッ フ ァ は 、 RAM３ と は 独 立 し て 設 け る こ
と も 可 能 で あ る 。 出 力 装 置 ５ と し て は 、 プ リ ン タ 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ を 詳 細 に 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 陰
線 処 理 に 使 用 可 能 な メ モ リ 消 費 量 の 上 限 値 が 決 定 さ れ る （ Ｓ ２ １ ） 。 上 限 値 は 、 例 え ば 、
ス テ ッ プ Ｓ ２ を 処 理 す る 時 点 で の RAM３ の う ち 未 使 用 領 域 の 容 量 （ 空 き 容 量 ） に 基 づ い て
決 定 さ れ る 。 メ モ リ 空 き 容 量 は 、 画 像 処 理 装 置 が シ ス テ ム コ マ ン ド を 発 行 す る こ と で 自 動
的 に 取 得 可 能 で あ る 。 こ れ は 、 画 像 処 理 装 置 の OS(Operating System)に 依 存 し て 各 種 存 在
す る も の で あ る 。 メ モ リ 空 き 容 量 は 、 画 像 処 理 装 置 に お け る 他 の 処 理 に よ り RAM３ が 占 有
さ れ て い れ ば 少 な く 、 処 理 が ほ と ん ど 行 わ れ て い な け れ ば 多 い 。 従 っ て 、 画 像 処 理 装 置 に
お け る RAM３ の 使 用 状 況 に 応 じ て 、 上 限 値 が 変 更 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 メ モ リ 空 き 容 量 は 、 画 像 処 理 装 置 に 搭 載 さ れ た RAM３ の 全 容 量 を 超 え る こ と は な
い た め 、 陰 線 処 理 に て 消 費 さ れ る メ モ リ 容 量 が 搭 載 メ モ リ 容 量 を 超 え る こ と も 防 止 さ れ る
。 こ う し て 画 像 処 理 装 置 は 、 取 得 し た メ モ リ 空 き 容 量 を 上 限 値 と し て 設 定 し 、 RAM３ に 格
納 す る 。 ま た 、 メ モ リ 空 き 容 量 を す べ て 陰 線 処 理 に 割 り 当 て る と 、 他 の 処 理 に 必 要 な メ モ
リ を 奪 っ て し ま い 、 他 の 処 理 が 遅 く な る こ と が 予 想 さ れ る 等 の 事 情 が あ る 場 合 に は 、 メ モ
リ 空 き 容 量 の ８ ０ ％ が 上 限 値 と し て 決 定 さ れ る よ う 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 決 定 さ れ た 出 力 範 囲 内 の ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 し て
、 そ の ２ 次 元 平 面 の 分 割 を 開 始 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。 例 え ば 、 出 力 範 囲 内 に 一 部 分 で も 存 在 し
、 表 面 が 視 点 側 を 向 く ポ リ ゴ ン に 対 し 、 幾 何 中 心 な ど の 代 表 点 を 計 算 し 、 二 分 木 分 割 を 行
う 。 こ れ に は 、 ポ リ ゴ ン の 数 だ け 存 在 す る 幾 何 中 心 を 二 分 す る よ う な 領 域 分 割 を 行 え ば よ
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に よ り 、 ２ 次 元 平 面 は 複 数 の 部 分 領 域 に 分 割 さ れ る 。 次 に 、 各 部 分 領 域
の 陰 線 処 理 を 行 う の に 必 要 な メ モ リ 消 費 量 が 算 出 さ れ る （ Ｓ ２ ３ ） 。 各 部 分 領 域 の 陰 線 処
理 で 必 要 な メ モ リ 消 費 量 は 、 各 部 分 領 域 に 含 ま れ る ポ リ ゴ ン 数 に 比 例 す る た め 、 ス テ ッ プ
Ｓ ２ ３ で は 各 部 分 領 域 に 含 ま れ る ポ リ ゴ ン 数 が カ ウ ン ト さ れ る 。 そ し て 、 部 分 領 域 に 含 ま
れ る ポ リ ゴ ン 数 が 分 か れ ば 、 そ の 部 分 領 域 の 陰 線 処 理 に 必 要 な メ モ リ 消 費 量 に 換 算 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で 部 分 領 域 毎 に 算 出 さ れ た メ モ リ 消 費 量 の う ち 最 大 の も の が 、
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 決 定 さ れ た 上 限 値 と 比 較 さ れ る （ Ｓ ２ ４ ） 。 部 分 領 域 の 処 理 に お い て １
つ で も 上 限 値 以 上 の メ モ リ 消 費 量 が 要 求 さ れ る 場 合 、 ス ワ ッ プ の 発 生 が 予 想 さ れ る た め 分
割 は 十 分 と は い え な い 。 そ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で 求 め ら れ た メ モ リ 消 費 量 の う ち 最 大 の
も の が ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 決 定 さ れ た 上 限 値 以 上 で あ る 場 合 （ Ｓ ２ ４ Ｎ ｏ ） 、 更 に 分 割 数 が
増 や さ れ （ Ｓ ２ ５ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に 戻 り ２ 分 木 分 割 が 続 行 さ れ る 。 こ う し て 、 分 割 後
の 部 分 領 域 に 対 応 す る メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 上 限 値 を 下 回 る ま で 、 ２ 次 元 平 面 の 分 割 が
繰 り 返 さ れ 、 最 終 的 に は 、 ど の 部 分 領 域 の 陰 線 処 理 に 必 要 な メ モ リ 消 費 量 も ス テ ッ プ Ｓ ２
１ で 決 定 さ れ た 上 限 値 を 下 回 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で 、 最 大 メ モ リ 消 費 量 が 上 限 値 を 下 回 れ ば （ Ｓ ２ ４ Ｙ ｅ ｓ ） 、 そ れ 以 上
の 分 割 は 停 止 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 各 部 分 領 域 に 対 し て 陰 線 処 理 を す る 際 の メ モ リ
消 費 量 は 、 必 ず 上 限 値 を 下 回 る 。 上 限 値 は 予 め 設 定 さ れ 、 画 像 処 理 装 置 に 搭 載 さ れ た メ モ
リ 容 量 を 超 え る こ と が な い た め 、 陰 線 処 理 に よ り ス ワ ッ プ が 発 生 す る こ と が 防 止 で き る 。
ま た 、 上 限 値 と し て 、 メ モ リ 空 き 容 量 が 自 動 的 に 設 定 さ れ る た め 、 操 作 者 が 特 に 設 定 を す
る こ と な く 、 ス ワ ッ プ の 防 止 を 実 現 可 能 で あ る 。 そ の 一 方 で 、 操 作 者 の 経 験 や 勘 を 設 定 に
反 映 す る こ と も で き 、 柔 軟 な 運 用 が 可 能 で あ る 。 こ う し て 、 ス ワ ッ プ の 発 生 防 止 に よ り 、
画 像 処 理 装 置 に お い て 処 理 速 度 が 低 下 す る 現 象 を 回 避 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 動 作 を よ り 具 体 的 に 示 す た め に 、 一 例 と し て 次 の よ う な 正 六 面 体 を 用 い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 例 で 使 用 す る ３ 次 元 図 形 （ 正 六 面 体 ） と 、 そ の 構 成 ポ リ ゴ ン を 示
す 図 で あ る 。 図 ４ Ａ は 、 正 六 面 体 の 展 開 図 で あ り 、 各 面 に 番 号 を 振 っ て あ る 。 各 番 号 は 、
図 ４ Ｂ の 面 に 対 応 し 、 図 ４ Ｂ で 正 面 に 見 え る 面 が 面 １ で あ る 。 以 下 、 上 面 が 面 ２ 、 底 面 が
面 ５ 、 右 側 面 が 面 ３ 、 背 面 が 面 ６ 、 左 側 面 が 面 ４ と な る 。 図 ４ Ｂ の 正 六 面 体 の 各 面 （ 正 方
形 ） は 、 ２ つ の ポ リ ゴ ン （ 二 等 辺 三 角 形 ） か ら 構 成 さ れ 、 面 １ は 、 ポ リ ゴ ン １ ａ 、 ポ リ ゴ
ン １ ｂ か ら 構 成 さ れ る 。 他 の 面 も 同 様 に ２ つ の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ Ａ は 、 図 ４ の ３ 次 元 図 形 の う ち 出 力 範 囲 に 含 ま れ る も の を ２ 次 元 平 面 に 投 影 し た 図
で あ る 。 図 ５ Ａ は 、 視 線 方 向 ５ １ と し た と き 、 表 面 が 視 点 側 を 向 く ポ リ ゴ ン の み を 描 い て
お り 、 面 １ 、 面 ２ 、 面 ３ の 計 ６ つ の ポ リ ゴ ン が 描 か れ る 。 こ れ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で ３ 次 元
モ デ ル を 設 定 し 、 視 線 方 向 、 出 力 範 囲 が 決 定 さ れ た 状 態 を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 メ モ リ 消 費 量 の 上 限 値 が 決 定 さ れ る （ Ｓ ２ ） 。 こ こ で は 、 上 限 値 と し て 、 ポ リ
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ゴ ン 数 が ６ 個 の 部 分 領 域 を 処 理 す る の に 必 要 な メ モ リ 消 費 量 が メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き
設 定 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ Ｂ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で ２ 次 元 平 面 の 分 割 が 開 始 さ れ た 初 期 段 階 を 示 す 図 で あ る 。 図
５ Ｂ は 、 図 ５ Ａ を 単 純 に 中 央 で 二 分 割 し た も の で あ る 。 図 ５ Ｂ で の 分 割 は 、 説 明 を 簡 単 化
す る た め に 、 特 に ポ リ ゴ ン の 重 心 を 考 慮 し て 決 定 さ れ た も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ 、 Ｓ ２ ４ に お い て は 、 こ う し て 分 割 さ れ た 各 部 分 領 域 で の メ モ リ
使 用 量 が 算 出 さ れ 、 上 限 値 と 比 較 さ れ る が 、 次 の よ う に す れ ば よ い 。 図 ５ Ｂ に て 、 右 側 の
部 分 領 域 ５ ３ に 含 ま れ る ポ リ ゴ ン は 、 表 面 が 視 点 側 を 向 く こ と を 考 慮 に 入 れ る と 、 ポ リ ゴ
ン １ ａ 、 ポ リ ゴ ン １ ｂ 、 ポ リ ゴ ン ２ ａ 、 ポ リ ゴ ン ２ ｂ 、 ポ リ ゴ ン ３ ａ 、 ポ リ ゴ ン ３ ｂ の ６
つ で あ る 。 左 側 の 部 分 領 域 ５ ２ の 場 合 、 ポ リ ゴ ン １ ａ 、 ポ リ ゴ ン １ ｂ 、 ポ リ ゴ ン ３ ａ 、 ポ
リ ゴ ン ３ ｂ の ４ つ で あ り 、 右 側 の 部 分 領 域 ５ ３ に 含 ま れ る ポ リ ゴ ン の 方 が 左 側 の 部 分 領 域
５ ２ に 含 ま れ る ポ リ ゴ ン 数 よ り 多 い 。 従 っ て 、 各 部 分 領 域 の メ モ リ 使 用 量 の う ち 最 大 と な
る の は 右 側 の 部 分 領 域 ５ ３ で あ り 、 そ の メ モ リ 使 用 量 は 、 ポ リ ゴ ン 数 ６ 個 に 対 応 す る メ モ
リ 使 用 量 と し て 算 出 さ れ る 。 そ こ で 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 部 分 領 域 ５ ３ に 含
ま れ る ポ リ ゴ ン 数 に 対 応 す る メ モ リ 消 費 量 が 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 決 定 さ れ た 上 限 値 を
超 え る か を 判 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で は 、 部 分 領 域 ５ ３ で の メ モ リ 消 費 量 が 上 限 値 と 等 し く 、 下 回 っ て い な い た め 、 分
割 は 十 分 で は な い 。 そ し て 、 図 ５ Ｂ の 分 割 で は 、 分 割 が 十 分 で な い と 判 定 さ れ た 結 果 （ Ｓ
５ Ｎ ｏ ） 、 分 割 が 繰 り 返 さ れ 、 更 に 分 割 が 進 む と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ Ａ は 、 分 割 が 十 分 で な い と 判 定 さ れ た 結 果 、 更 に 分 割 が 進 ん だ 状 態 を 示 す 図 で あ り
、 図 ６ Ｂ は 、 図 ６ Ａ の 円 に 含 ま れ る 部 分 領 域 ５ ４ を 拡 大 し た 図 で あ る 。 図 ６ Ａ に 現 さ れ る
よ う に な る ま で 部 分 領 域 の 分 割 が 進 む と す る と 、 図 ６ Ａ の 円 に 含 ま れ る 部 分 領 域 ５ ４ に 含
ま れ る ポ リ ゴ ン 数 が 最 大 で 、 図 ６ Ｂ に 示 さ れ る よ う に そ の ポ リ ゴ ン 数 は ５ 個 で あ る 。 従 っ
て 、 ポ リ ゴ ン 数 ５ 個 に 対 応 す る メ モ リ 消 費 量 が こ の 時 設 定 さ れ て い る 上 限 値 を 下 回 る の で
、 こ れ 以 上 の 分 割 は さ れ ず （ Ｓ ５ Ｙ ｅ ｓ ） 、 図 ６ Ａ が 最 終 的 な 分 割 の 態 様 と し て 決 定 さ れ
、 そ の 後 各 部 分 領 域 で 陰 線 処 理 が 行 わ れ る こ と と な る （ Ｓ ８ 、 Ｓ ９ 、 Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 上 限 値 は 、 画 像 処 理 装 置 が 自 動 的 に 発 行 す る シ
ス テ ム コ マ ン ド に よ り 取 得 さ れ る メ モ リ 空 き 容 量 に 基 づ い て 決 定 さ れ た が 、 操 作 者 が 手 動
で シ ス テ ム コ マ ン ド を 発 行 し 、 予 め 画 像 処 理 装 置 に 搭 載 さ れ た メ モ リ 容 量 を 知 っ て お り 、
操 作 者 が そ の 範 囲 内 で 上 限 値 を 入 力 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ Ａ は 、 そ の 際 表 示 さ れ る 設 定 画 面 の 例 で あ る 。 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ４ を 介 し て 、 テ
キ ス ト ボ ッ ク ス ７ １ に メ ガ バ イ ト （ Ｍ Ｂ ） 単 位 で 数 値 を 入 力 し 、 OKボ タ ン ７ ２ を ク リ ッ ク
す れ ば 、 そ の 数 値 が 上 限 値 と し て 設 定 さ れ る 。 図 ７ Ａ の よ う な 設 定 画 面 を 介 し て 、 操 作 者
が 自 由 に 上 限 値 を 設 定 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 操 作 者 の 経 験 や 勘 を 生 か し た よ り 柔
軟 な 陰 線 処 理 が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 メ モ リ 搭 載 量 を 下 回 る 容 量 し か 入 力 で き な い よ う
設 定 し て お け ば 、 分 割 後 の 部 分 領 域 に て 、 メ モ リ 搭 載 量 を 上 回 る メ モ リ が 消 費 さ れ る こ と
で ス ワ ッ プ が 発 生 す る こ と は 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 操 作 者 が メ モ リ 消 費 量 と 処 理 速 度 に 関 す る 優 先 度 を 選 択 し 、 そ の 優 先 度 に 基 づ い
て 上 限 値 が 設 定 さ れ て も よ い 。 図 ７ Ｂ は 、 優 先 度 を 選 択 す る 際 に 表 示 さ れ る 設 定 画 面 の 例
で あ る 。 操 作 者 は 、 メ モ リ 消 費 量 を 優 先 さ せ る 場 合 、 マ ウ ス 等 の 入 力 装 置 ４ を 介 し て 、 図
７ Ｂ の ス ラ イ ダ ー バ ー ７ ３ 上 の ポ イ ン タ ７ ４ を 左 へ 移 動 さ せ 、 処 理 速 度 を 優 先 さ せ る 場 合
、 ポ イ ン タ ７ ４ を 右 へ 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 図 ８ は 、 優 先 度 の 選 択 を 行 う 場 合 、 そ の 選 択 よ り 前 に 、 RAM３ に 予 め 格 納 さ れ る 優 先 度
情 報 の デ ー タ 構 成 図 で あ る 。 優 先 度 情 報 に は 、 メ モ リ 消 費 量 を 優 先 さ せ る 際 の 上 限 値 ８ ２
と 、 処 理 速 度 を 優 先 さ せ る 際 の 上 限 値 ８ １ が 格 納 さ れ る 。 な お 、 処 理 速 度 を 優 先 さ せ る 際
の 上 限 値 は 、 陰 線 処 理 実 行 前 の メ モ リ 空 き 容 量 に 基 づ い て 決 定 さ れ た も の で あ る 。 メ モ リ
消 費 量 を 優 先 さ せ る 際 の 上 限 値 は 、 メ モ リ 速 度 を 優 先 さ せ る 際 の 上 限 値 よ り 少 な く 設 定 さ
れ る が 、 こ れ は 、 図 ７ Ａ と 同 様 な 画 面 を 用 い て 操 作 者 に よ り 入 力 さ れ た 数 値 で も 、 メ モ リ
空 き 容 量 に 基 づ き 自 動 決 定 さ れ る 数 値 （ 例 え ば 、 メ モ リ 空 き 容 量 の ５ ０ ％ 等 ） が 使 用 さ れ
て も よ い 。 モ ー ド ８ ３ に は 、 操 作 者 に よ り 選 択 さ れ た 優 先 度 が 格 納 さ れ 、 場 合 に 応 じ て 、
メ モ リ 消 費 量 、 処 理 速 度 、 中 間 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 モ ー ド が 中 間 と は 、 図 ７ Ｂ に お い て 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 速 度 の 中 間 が 選 択 さ れ た 場 合
で あ り 、 こ の 場 合 に は そ の 相 対 的 な 位 置 に よ っ て 、 上 限 値 を 決 定 す る 。 例 え ば 、 メ モ リ 消
費 量 と 処 理 速 度 の 中 間 地 点 （ ５ ０ ％ 地 点 ） が 選 択 さ れ れ ば 、 150+(200-150)*0.5=175メ ガ
バ イ ト を 上 限 値 と し て 決 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 よ り 一 般 に は 、 メ モ リ 消 費 量 優 先 時 の
上 限 値 ＋ （ 処 理 速 度 優 先 時 の 上 限 値 － メ モ リ 消 費 量 優 先 時 の 上 限 値 ） ＊ ス ラ イ ダ ー バ ー ７
３ 上 で の ポ イ ン タ ７ ４ の 相 対 的 位 置 （ 割 合 ） で 求 ま る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 メ モ リ 消 費 量 を 優 先 さ せ る と 、 ２ 次 元 平 面 が よ り 多 く の 部 分 領 域 に 分 割 さ れ る 。 逆 に 、
処 理 速 度 を 優 先 さ せ る と 、 そ の 時 点 で の RAM３ の 空 き 容 量 を 最 大 容 量 と し て よ り 多 く の メ
モ リ が 陰 線 処 理 用 に 確 保 さ れ る こ と に な る 。 こ う し て 、 RAM３ の 使 用 状 況 に 応 じ て 、 陰 線
処 理 に 使 用 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 柔 軟 に 変 更 す る こ と が で き 、 画 像 処 理 装 置 の 運 用 を 可 能
に す る 。 例 え ば 、 陰 線 処 理 を 優 先 的 に 行 い た い 時 間 帯 に は 、 処 理 速 度 を 優 先 さ せ 、 優 先 処
理 に 多 少 の 時 間 が か か る こ と は 許 容 さ れ る が 、 メ モ リ の 消 費 量 を 抑 え た い 時 間 帯 に は 、 メ
モ リ 消 費 量 を 抑 え る と い っ た 処 理 が 可 能 に な る 。 な お 、 中 間 地 点 を 選 択 可 能 に す る こ と で
更 に 柔 軟 な 上 限 値 の 設 定 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 ２ 次 元 平 面 の 分 割 を 開 始 す る 前 に 、 分 割 を 全 く 行 な わ な
い 場 合 に 使 用 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 す な わ ち 、 ２ 次 元 平 面 に 含 ま れ る す べ て の ポ
リ ゴ ン を カ ウ ン ト し 、 そ れ に 対 応 す る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 そ れ を 出 力 装 置 ５ に 表 示 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 、 操 作 者 は 、 画 像 処 理 装 置 の メ モ リ 搭 載 量 と 比 較 す る こ と
に よ っ て 、 陰 線 処 理 を 行 う に あ た り 、 ど れ く ら い メ モ リ を 増 設 す べ き か 判 断 す る こ と が で
き 、 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ま ず 、 上 限 値 が 画 像 処 理 装 置 の メ モ リ の
搭 載 量 以 下 に 設 定 さ れ 、 ３ 次 元 モ デ ル を 投 影 す る ２ 次 元 平 面 を 部 分 領 域 に 分 割 し て 処 理 を
行 う 際 、 各 部 分 領 域 の 陰 線 処 理 に 必 要 な メ モ リ 消 費 量 が 上 限 値 を 下 回 る た め 、 各 部 分 領 域
を 処 理 す る 際 に ス ワ ッ プ が 発 生 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 上 限 値 は 、 シ ス テ ム コ マ ン ド を 利 用 し て 自 動 的 に 取 得 可 能 な 空 き メ モ リ 容 量 、
操 作 者 に よ り 入 力 さ れ る 数 値 の い ず れ が 使 用 さ れ て も よ い た め 、 画 像 処 理 装 置 に お け る メ
モ リ の 使 用 状 況 や 、 画 像 処 理 装 置 の メ モ リ 搭 載 量 に 合 わ せ た 柔 軟 な 処 理 が 可 能 で あ る 。 更
に 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 速 度 に 関 す る 情 報 が 格 納 さ れ た 優 先 度 情 報 を 用 い て 上 限 値 の よ り
細 か い 設 定 制 御 を 行 う こ と も 可 能 に な る 。 更 に 、 ２ 次 元 平 面 を 分 割 す る こ と な く 陰 線 処 理
を 行 う た め に 必 要 な メ モ リ 量 を 把 握 す る こ と が で き 、 増 設 の 際 の 目 安 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 よ り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 メ モ リ の 使 用 状 況 や メ モ リ の 搭 載 量 に 応 じ て 、 陰 線 処 理 に
要 す る メ モ リ 消 費 量 を 最 適 化 し 、 ス ワ ッ プ の 発 生 を 防 止 す る 陰 線 処 理 方 法 を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 ま と め る と 付 記 の よ う に な る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 付 記 １ ） 　 画 像 処 理 装 置 に お い て 実 行 さ れ 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ
デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処
理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理 に 関 す る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る
デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り 、
　 予 め 、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り
、
　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち
前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、
　 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、
　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元 平
面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の
抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 し 、
　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領 域
に お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作
成 し た 後 、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 付 記 ２ ） 　 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 複 数 の 領 域 へ の 分 割 は 、 ２ 分 木 分 割 で あ る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 付 記 ３ ） 　 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 付 記 ４ ） 　 付 記 １ に お い て 、
　 予 め 、 更 に 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 時 間 に 関 す る 優 先 度 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 高 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記
ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前
記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 低 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ
リ の 空 き 容 量 よ り 少 な い 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 付 記 ５ ） 　 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 更 に 、 前 記 結 合 さ れ た 陰 線 処 理 デ ー タ を 表 示 出 力 す る 出 力 装 置 が
接 続 さ れ 、
　 分 割 を 行 わ な い 場 合 の メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 非 分 割 時 の メ モ リ 消 費 量 を 前 記 出 力
装 置 を 介 し て 表 示 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 陰 線 処 理 方 法 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 ６ ） 　 画 像 処 理 装 置 に お い て 、 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２
次 元 平 面 に 投 影 す る 際 に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 実 行
す る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 陰 線 処 理 に 関 す る デ ー タ と 前 記 陰 線 処 理 以 外 の 処 理 に 関 す る
デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 有 し て お り 、
　 予 め 、 前 記 メ モ リ の 容 量 の う ち 前 記 陰 線 処 理 に 利 用 す る 容 量 の 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り
、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 に 、
　 　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う
ち 前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 さ せ 、
　 　 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 さ せ 、
　 　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 以 上 の 場 合 、 前 記 ２ 次 元
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平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域 に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン
の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 さ せ 、
　 　 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ 消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る 場 合 、 前 記 各 領
域 に お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 、 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を
作 成 し た 後 、 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 ７ ） 　 付 記 ６ に お い て 、
　 前 記 複 数 の 領 域 へ の 分 割 は 、 ２ 分 木 分 割 で あ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 ８ ） 　 付 記 ６ に お い て 、
　 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 ９ ） 　 付 記 ６ に お い て 、
　 予 め 、 更 に 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 時 間 に 関 す る 優 先 度 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 高 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記
ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前
記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 低 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ
リ の 空 き 容 量 よ り 少 な い 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 付 記 １ ０ ） 　 付 記 ６ に お い て 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 更 に 、 前 記 結 合 さ れ た 陰 線 処 理 デ ー タ を 表 示 出 力 す る 出 力 装 置 が
接 続 さ れ 、
　 前 記 画 像 処 理 装 置 に 、 分 割 を 行 わ な い 場 合 の メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 非 分 割 時 の メ
モ リ 消 費 量 を 前 記 出 力 装 置 を 介 し て 表 示 出 力 さ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ 付 記 １ １ ） 　 複 数 の ポ リ ゴ ン か ら 構 成 さ れ る ３ 次 元 モ デ ル を ２ 次 元 平 面 に 投 影 す る 際
に 、 前 記 ポ リ ゴ ン に 隠 さ れ る 線 分 の 投 影 を 回 避 す る 陰 線 処 理 を 行 う 画 像 処 理 装 置 で あ っ て
、
　 画 像 処 理 に 伴 う デ ー タ が 格 納 さ れ 、 予 め 、 前 記 陰 線 処 理 に 使 用 可 能 な 容 量 の 上 限 値 が 設
定 さ れ る メ モ リ と 、
　 前 記 ２ 次 元 平 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し た と き 、 前 記 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル の う ち
前 記 領 域 に 含 ま れ る 部 分 の 前 記 ポ リ ゴ ン を そ れ ぞ れ の 領 域 で 抽 出 し 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ
ゴ ン に 基 づ き 各 領 域 で 消 費 さ れ る メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 算 出 さ れ た 領 域 毎 の メ モ リ
消 費 量 の 最 大 値 が 前 記 上 限 値 を 下 回 る ま で 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を 更 に 分 割 し て 分 割 後 の 領 域
に 投 影 さ れ た 前 記 ３ 次 元 モ デ ル に 含 ま れ る 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 を 行 い 、 該 抽 出 さ れ た ポ リ
ゴ ン に 基 づ く 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 算 出 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 前 記 ２ 次 元 平 面 の 分 割 の 態
様 を 決 定 す る 分 割 態 様 決 定 部 と 、
　 前 記 分 割 態 様 決 定 部 に よ り 決 定 さ れ る 分 割 の 態 様 に よ っ て 分 割 さ れ た 後 の 前 記 各 領 域 に
お い て 、 前 記 抽 出 さ れ た ポ リ ゴ ン に 対 し 陰 線 処 理 を 行 い 領 域 毎 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 作 成 す
る 陰 線 処 理 部 と 、
　 前 記 複 数 の 領 域 の 陰 線 処 理 デ ー タ を 結 合 す る 結 合 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処
理 措 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 付 記 １ ２ ） 　 付 記 １ １ に お い て 、
　 前 記 分 割 態 様 決 定 部 は 、 前 記 ２ 次 元 平 面 を ２ 分 木 分 割 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 措
置 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 付 記 １ ３ ） 　 付 記 １ １ に お い て 、
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　 前 記 上 限 値 は 、 前 記 陰 線 処 理 開 始 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 付 記 １ ４ ） 　 付 記 １ １ に お い て 、
　 前 記 メ モ リ に 、 更 に 、 メ モ リ 消 費 量 と 処 理 時 間 に 関 す る 優 先 度 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前 記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 高 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記
ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ リ の 空 き 容 量 に 基 づ き 設 定 さ れ 、 前 記 処 理 時 間 の 優 先 度 が 前
記 メ モ リ 消 費 量 の 優 先 度 よ り 低 い 場 合 、 前 記 上 限 値 は 、 前 記 ポ リ ゴ ン の 抽 出 前 の 前 記 メ モ
リ の 空 き 容 量 よ り 少 な い 容 量 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 付 記 １ ５ ） 　 付 記 １ １ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 結 合 さ れ た 陰 線 処 理 デ ー タ を 外 部 表 示 用 に 出 力 す る 画 像 表 示 部 を 有 し 、
　 前 記 分 割 態 様 決 定 部 は 、 更 に 、 分 割 を 行 わ な い 場 合 の メ モ リ 消 費 量 を 算 出 し 、 前 記 非 分
割 時 の メ モ リ 消 費 量 を 前 記 画 像 表 示 部 を 介 し て 外 部 表 示 用 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 画
像 処 理 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 画 像 処 理 装 置 の 構 成 例 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 Ｂ は
、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 画 像 処 理 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 陰 線 処 理 方 法 の 処 理 過 程 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ を 詳 細 に 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 例 で 使 用 す る ３ 次 元 図 形 （ 正 六 面 体 ） と 、 そ の 構 成 ポ リ ゴ ン を 示 す
図 で あ り 、 Ａ は 、 正 六 面 体 の 展 開 図 で あ り 、 Ｂ は ３ 次 元 図 形 を ポ リ ゴ ン へ 分 解 し た と き の
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ａ は 、 ３ 次 元 図 形 を ２ 次 元 平 面 に 投 影 し た 図 で あ り 、 Ｂ は 、 ２ 次 元 平 面 の 分 割 が
開 始 さ れ た 初 期 段 階 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ａ は 、 分 割 が 十 分 で な い と 判 定 さ れ た 結 果 、 更 に 分 割 が 進 ん だ 状 態 を 示 す 図 で あ
り 、 Ｂ は 、 図 ６ Ａ の 円 に 含 ま れ る 部 分 領 域 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ａ は 、 上 限 値 が 操 作 者 に よ り 入 力 設 定 さ れ る 際 に 表 示 さ れ る 画 面 例 で あ り 、 Ｂ は
、 ３ 次 元 図 形 を ２ 次 元 平 面 に 投 影 し た 図 で あ り 、 Ｂ は 、 優 先 度 を 選 択 す る 際 に 表 示 さ れ る
設 定 画 面 の 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 RAMに 予 め 格 納 さ れ る 優 先 度 情 報 の デ ー タ 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
１ 　 CPU、 ２ 　 ROM、 ３ 　 RAM、 ４ 　 入 力 装 置 、 ５ 　 出 力 装 置 、 ６ 　 バ ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(13) JP 2005-293467 A 2005.10.20



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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